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研究実績 

の概要 

DOHaD（Developmental Origins of Health and Disease）学説では，「胎児期や生後直後

の健康・栄養状態が成人期の健康に影響をおよぼす」とされており，乳児期の栄養環境，

すなわち乳汁の質が，将来の体質や健康，疾病罹患リスクに影響すると考えられる．乳

児期の栄養は，乳汁に依存し，その中でも母乳は児にとって最適な栄養源と考えられる．

しかしながら，母乳育児において

は，母親の栄養環境や体調が母乳

の質に大きく関与し，さらには，母体

に対しても，乳房のトラブルや泌乳

量そのものへの影響が考えられる．

よって，授乳婦の食事の質が，児の

健やかな成長だけでなく，授乳婦自

身の健康を支える源になる． 

本研究では，母乳育児の向上と改善のための食事療法の構築を目指して，授乳婦の食

事摂取内容と，泌乳量，授乳婦の乳房トラブルとの関係について調査した．産後 1 ヶ月検

診で来院した薬 100 名の授乳婦を対象に，管理栄養士の聴き取りによって，24 時間思い

出し法での食事調査と，乳房のトラブルと泌乳量に関する調査を実施した．その結果，こ

れまで科学的なエビデンスのなかった食事とこれら問題との関係について，乳房トラブル

と炭水化物の摂取量，泌乳量と脂質摂取の量と質の関連性を見出した．乳房トラブルを

有する授乳婦は，炭水化物摂取量が有意に高く，泌乳量不足の授乳婦では，多価不飽和

脂肪酸，中でもn-6系脂肪酸，αリノレン酸，リノール酸の摂取量が有意に少なかった．加

えて，泌乳量不足と産後うつ傾向との関連性も示唆された．以上の結果は，乳房トラブル

や泌乳量不足のための食事指導や食事療法の構築に向けた基盤となる結果であり，さ

らには，母乳育児を進めるためのサポートや産後うつ回避に向けた取り組みへ貢献でき

る成果である． 

※ 次ページに続く 
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